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太
陽
光
・
風
力

日
本
海
事
協
会
は
１
月
16

日
、
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

所
と
資
本
提
携
を
行
う
こ
と

で
合
意
し
た
と
発
表
し
た
。

こ
の
合
意
に
基
づ
き
、
今
後
、

同
協
会
は
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
所
の
第
三
者
割
当
増
資

引
き
受
け
に
よ
り
、
同
社
株

式
の
約
３
割
を
保
有
す
る
。

同
協
会
は
「
こ
の
提
携
を

通
じ
、
双
方
が
こ
れ
ま
で
蓄

積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
に
あ
た
っ
て
業
界

が
直
面
す
る
諸
問
題
に
、
多

様
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
」と
話
す
。

今
後
、
同
協
会
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
へ
の
保

険
及
び
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
要
件

と
な
る
第
三
者
機
関
認
証
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を
早
期

に
確
立
す
る
こ
と
を
目
指

す
。
ま
た
、
さ
ら
な
る
発
展

が
見
込
ま
れ
る
洋
上
風
力
発

電
を
は
じ
め
と
し
た
海
洋
開

発
に
お
い
て
、
第
三
者
機
関

が
洋
上
工
事
の
計
画
・
輸

送
・
設
置
の
妥
当
性
を
確
認

す
るMa

rine 
Wa
rra

nty 

Su
r
vey

の
実
施
に
取
り
組

ん
で
い
く
と
い
う
。

日
本
海
事
協
会
は
、
船
舶

や
海
洋
構
造
物
の
安
全
性
な

ど
を
独
自
に
制
定
し
た
規
則

及
び
国
際
条
約
に
基
づ
い
て

東
京
ガ
ス
は
１
月
19

日
、

く
ろ
し
お
風
力
発
電
株
式
会

社
（
茨
城
県
日
立
市
）
と
、

く
ろ
し
お
風
力
で
発
電
し
た

電
力
の
購
入
に
関
す
る
契
約

を
締
結
し
た
。

今
回
の
契
約
締
結
に
よ

り
、
同
社
は
２
月
以
降
、
く

ろ
し
お
風
力
が
関
東
地
方
に

所
有
す
る
銚
子
高
田
町
風
力

発
電
所
（
２
０
０
６
年
運
転

開
始
、１
９
９
０
㌗
×
１
基
）、

お
よ
び
椎
柴
風
力
発
電
所
（
２

０
０
９
年
運
転
開
、
１
９
９
０

㌗
×
５
基
）
で
発
電
す
る
風

力
電
力
を
購
入
す
る
。

東
京
ガ
ス
は
、「
チ
ャ
レ

ン
ジ
２
０
２
０
ビ
ジ
ョ
ン
」

で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

取
り
組
み
の
推
進
を
掲
げ
て

お
り
、
風
力
発
電
を
中
心
と

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

電
力
の
購
入
を
検
討
し
て
き

た
。
こ
の
た
び
風
力
電
力

の
購
入
を
開
始
す
る
に
あ
た

り
、
固
定
価
格
買
取
制
度

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
を
活
用
す
る
た

め
、
特
定
規
模
電
気
事
業
者

登
録
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
同
社
は
今
後
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
を
購
入
す

る
場
合
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
交
付
金

を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

同
社
は
「
将
来
的
な
お
客

さ
ま
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
、
お
よ
び
低
炭
素

社
会
へ
の
貢
献
の
た
め
、
風

力
発
電
等
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
電
力
の
購
入
を
積
極

的
に
推
進
す
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
今
後
も
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
源
の
獲
得
を
目

指
し
て
い
く
」
と
い
う
。

く
ろ
し
お
風
力
発
電
は
、

株
式
会
社
日
立
パ
ワ
ー
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
な
ど
複
数
社

が
共
同
出
資
す
る
風
力
発
電

事
業
会
社
で
、
全
国
に
総
計

約
８
万
㌗
の
風
力
発
電
所
を

保
有
し
て
い
る
。
東
京
ガ
ス

は
こ
れ
ま
で
も
、
風
力
発
電

事
業
で
協
力
関
係
に
あ
っ
た
。

茨
木
の
り
子
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

Column

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
①

千
葉
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
准
教
授

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座
代
表
理
事

佐
藤
建
吉

茨
木
の
り
子
（
詩
人
、
１

９
２
６
～
２
０
０
６
年
）

は
、
昭
和
か
ら
21
世
紀
初
頭

を
生
き
、
私
た
ち
に
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
た
。
彼
女

は
、
私
の
郷
里
で
も
あ
る
山

形
県
鶴
岡
市
の
海
の
見
え
る

墓
所
（
写
真
）
に
、
愛
夫
と

と
も
に
眠
っ
て
い
る
。
昨

年
、
そ
の
浄
禅
寺
を
訪
ね

た
。
い
ま
、
あ
ら
ゆ
る
面
で

持
続
可
能
性
が
叫
ば
れ
て
い

る
が
、
永
遠
の
眠
り
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
、
死
者
こ
そ
が

持
続
可
能
な
存
在
で
あ
る
。

そ
の
茨
木
の
り
子
の
生
前

の
言
葉
は
激
し
い
。
と
く
に

こ
こ
で
挙
げ
て
お
き
た
い
詩

が
あ
る
。『
倚
り
か
か
ら
ず
』

で
、
思
想
、
宗
教
、
学
問
、

そ
し
て
権
威
に
も
倚
り
か
か

り
た
く
な
い
と
述
べ
、
倚
り

か
か
る
と
す
れ
ば
、
椅
子
の

背
も
た
れ
だ
け
で
あ
る
と
い

う
。『
自
分
の
感
受
性
く
ら

い
』
で
は
、
さ
ら
に
激
し
く
、

・
・
・

自
分
の
感
受
性
く
ら
い

自
分
で
守
れ

ば
か
も
の
よ

・
・
・（
前
後
略
）

と
叱
咤
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
、「
依
存
し
な

い
で
、
独
自
性
を
も
っ
て
生

き
ろ
」
と
の
警
告
で
、
個
の

確
立
と
自
立
を
強
く
謳
い
あ

げ
て
い
る
。
こ
れ
は
詩
歌
の

中
で
の
叙
述
で
あ
る
が
、
私

た
ち
の
現
実
の
社
会
へ
の
警

告
と
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

茨
木
は
、
ま
た
『
わ
た
し

が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と

き
』
で
、
戦
時
中
と
い
う
そ

の
時
代
へ
の
想
い
を
、
正
直

に
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
彼
女
の
感
性
が
発
し
た

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

の
警
告
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
つ
ま
り
、
前
例
主

義
や
従
来
方
式
に
固
執
せ

ず
、
真
に
持
続
可
能
な
方
法

を
、
未
来
を
先
取
り
す
る
こ

と
を
、
自
身
の
感
受
性
や
考

え
で
選
択
す
べ
し
と
い
う
意

図
で
あ
る
。

私
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
基
盤
と
し
た
社
会
に
切

り
替
え
る
べ
き
と
主
張
し
て

い
る
。
そ
れ
は
地
元
資
源
の

活
用
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

国
産
化
と
地
産
地
消
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

確
保
、
新
型
地
場
産
業
の
隆

盛
が
、「
地
方
復
権
に
よ
る

日
本
再
生
」
を
達
成
す
る
た

め
の
真
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ

る
。こ

の
連
載
で
私
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
ば
か
り
で
な
く
、
社

会
に
お
け
る
文
化
や
歴
史
、

工
学
の
歴
史
な
ど
に
つ
い

て
、
多
面
的
な
視
点
か
ら
語

り
継
い
で
い
き
た
い
。

茨木のり子が眠る三浦家の墓

もはや
できあいの思想には倚りかかりたくない
もはや
できあいの宗教には倚りかかりたくない
もはや
できあいの学問には倚りかかりたくない
もはや
いかなる権威にも倚りかかりたくない
ながく生きて
心底学んだのはそれぐらい
じぶんの耳目
じぶんの二本足のみで立っていて
なに不都合のことやある
倚りかかるとすれば
それは
椅子の背もたれだけ

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
時
代

を
読
み
解
い
た
作
品
で
あ
る
。

い
ま
、
私
た
ち
は
、
彼
女

の
よ
う
な
個
に
根
差
し
た
感

性
を
持
ち
、
さ
ら
に
発
信
し

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
個
を
大

切
に
す
る
あ
ま
り
未
来
や
社

会
全
体
に
つ
い
て
、
考
え
る

こ
と
を
避
け
て
は
い
な
い
だ

ろ
う
か
。
あ
ま
り
に
も
近
視

眼
的
、
経
済
重
視
に
な
っ
て

い
な
い
だ
ろ
う
か
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
選
択
に
お

い
て
、
私
た
ち
は
、
未
来
に

悔
い
を
残
し
て
は
な
ら
な

い
。
茨
木
の
コ
ト
バ
か
ら

く
ろ
し
お
風
力
発
電
か
ら
電
力
購
入

再
エ
ネ
電
源
の
獲
得
を
強
化

東京ガス

『倚りかからず』 茨木のり子

サ
ン
テ
ッ
ク
パ
ワ
ー
ジ
ャ

パ
ン
は
先
頃
、
４
月
以
降
の

太
陽
光
発
電
モ
ジ
ュ
ー
ル
の

発
売
計
画
に
つ
い
て
発
表
し

た
。
公
共
・
産
業
用
、
住
宅

用
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新
機
種
を

投
入
す
る
。

発
電
性
能
と
耐
久
性
を
両
立

公
共
・
産
業
用
多
結
晶
２
機

種
発
売

公
共
・
産
業
用
と
し
て

は
、
４
バ
ス
バ
ー
セ
ル
を
採

用
し
て
変
換
効
率
と
長
期
発

電
性
能
を
向
上
さ
せ
た
多
結

晶
太
陽
光
発
電
モ
ジ
ュ
ー
ル

２

機

種
、
「S

T
P315-2

4
/

Ve
m

」

と
「S

T
P
2
6
0
-2
0/

We
m

」
を
４
月
よ
り
新
た
に

発
売
す
る
。

「S
T
P315-2

4
/
Ve
m

」
は

業
界
最
高
レ
ベ
ル
の
公
称
最

大
出
力
３
１
５
㍗
で
モ
ジ
ュ

ー
ル
変
換
効
率
16
・
２
％

を
、「S

T
P
2
6
0
-2
0/
We
m

」

は
公
称
最
大
出
力
２
６
０
㍗

で
モ
ジ
ュ
ー
ル
変
換
効
率
16

％
を
実
現
す
る
。
ま
た
両
モ

デ
ル
と
も
、
同
サ
イ
ズ
の
従

来
品
に
対
し
て
出
力
を
10
㍗

以
上
向
上
さ
せ
て
い
る
。

サ
ン
テ
ッ
ク
パ
ワ
ー
の
公

共
・
産
業
向
け
多
結
晶
太
陽

光
発
電
モ
ジ
ュ
ー
ル
Ｖ
シ
リ

ー
ズ
は
発
電
性
能
と
耐
久
性

が
高
く
評
価
さ
れ
、
世
界
累

積
出
荷
量
で
２
㌐
㍗
を
超
え

て
お
り
、
太
陽
光
発
電
市
場

を
牽
引
し
た
ア
メ
リ
カ
や
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
太
陽
光
発
電
所

に
お
い
て
も
多
数
導
入
さ
れ

て
い
る
。
今
回
の
新
製
品
も

優
れ
た
発
電
力
と
耐
久
性
を

兼
ね
備
え
て
お
り
、
過
酷
な

設
置
環
境
で
も
長
期
に
わ
た

り
安
定
し
た
発
電
能
力
を
期

待
で
き
る
。

住
宅
用
単
結
晶
に
新
タ
イ
プ

複
雑
な
屋
根
形
状
に
柔
軟
に

対
応住

宅
用
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ

ー
ル
で
は
、「
サ
ン
ク
リ
ス

タ
ル
Ｗ
ｅ
ｍ
」
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
、
６
イ
ン
チ
単
結
晶
60

セ

ル

の
「S

T
P
2
70S-2

0/

We
m

」
に
加
え
、
48
セ
ル
の

「S
T
P
215

S-16/
Te
m

」

を

４
月
よ
り
発
売
す
る
。
従
来

の
「STP270S-20/Wem

」
に

対
し
て
モ
ジ
ュ
ー
ル
サ
イ
ズ

を
80
％
に
縮
小
す
る
こ
と

で
、
多
様
な
屋
根
形
状
や
限

ら
れ
た
屋
根
面
積
へ
の
設
置

の
可
能
性
を
拡
大
さ
せ
た
こ

と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

「S
T
P
2
70S-2

0/
We
m

」

と

組
み
合
わ
せ
た
設
置
も
、

「S
T
P
2
1
5
S
-16

/
Te
m

」
単

独
で
の
設
置
の
ど
ち
ら
も
可

能
で
、
切
妻
や
片
流
れ
屋
根

へ
の
設
置
量
を
拡
大
で
き
る

だ
け
で
な
く
、
寄
棟
屋
根
や

都
市
部
に
多
い
小
型
で
複
雑

な
形
状
の
屋
根
に
も
幅
広
く

対
応
す
る
。

こ
の
新
製
品
は
、
単
結
晶

４
バ
ス
バ
ー
セ
ル
採
用
で
出

力
２
１
５
㍗
、
モ
ジ
ュ
ー
ル

発
電
効
率
は
16
・
４
％
だ
。

屋
根
材
と
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
一

体
化
し
た
住
宅
用
屋
根
建
材

型
単
結
晶

６
月
か
ら
は
、
住
宅
用
屋

根
建
材
型
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
「
ジ
ャ
ス
ト
ル
ー
フ
」

の
新
製
品
と
し
て
、
４
バ
ス

バ
ー
採
用
の
６
イ
ン
チ
単
結

晶
セ
ル
を
搭
載
し
た
建
材
型

太
陽
光
発
電
モ
ジ
ュ
ー
ル

「M
SZ-13

0S
T

」
を
発
売
す

る
。「
ジ
ャ
ス
ト
ル
ー
フ
」

は
１
９
９
２
年
に
建
材
一
体

型
太
陽
光
発
電
モ
ジ
ュ
ー
ル

の
先
駆
け
と
し
て
世
に
出
て

以
来
20
年
以
上
、
販
売
を
継

続
し
て
き
た
実
績
が
あ
り
、　

今
回
、
最
新
の
材
料
で
新
た

に
設
計
さ
れ
た
新
製
品

「M
SZ-13

0S
T

」

も
、「

ジ

ャ
ス
ト
ル
ー
フ
」
の
特
長
で

あ
る
屋
根
材
と
し
て
の
意
匠

性
と
高
い
発
電
性
能
の
両
立

を
実
現
す
る
。

「M
SZ-13

0S
T

」
は
単
結

晶
セ
ル
と
黒
バ
ッ
ク
シ
ー

ト
、
黒
い
フ
レ
ー
ム
と
レ
ー

ル
で
構
成
さ
れ
た
落
着
い
た

外
観
と
、
切
妻
や
片
流
れ
屋

根
に
ぴ
っ
た
り
と
収
ま
る
尺

サ
イ
ズ
で
、
家
の
デ
ザ
イ
ン

に
美
し
く
調
和
す
る
。
屋
根

材
と
一
体
化
し
て
い
る
の
で

屋
根
材
分
の
材
料
費
と
施
工

費
が
か
か
ら
ず
、
施
工
方
法

も
シ
ン
プ
ル
で
効
率
が
良
く

工
期
が
短
く
済
む
こ
と
も
特

長
だ
。
さ
ら
に
、
フ
レ
ー
ム

と
屋
根
に
取
り
付
け
る
た
め

の
レ
ー
ル
は
防

水
・
排
水
性
能

に
優
れ
た
構
造

に
な
っ
て
お

り
、
雨
漏
り
を

防
ぐ
。

軽

量

化

に

関
し
て
も
、

「MSZ-130ST

」

は
一
般
的
な
化

粧
ス
レ
ー
ト
に

対
し
て
屋
根
材

自
体
と
し
て
も

約
35
％
の
重
量

削
減
と
な
り
、
化
粧
ス
レ
ー

ト
上
に
標
準
的
な
太
陽
光
発

電
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
施
工
し
た

場
合
に
比
べ
て
約
60
％
の
重

量
削
減
が
可
能
と
な
る
。

「M
SZ-13

0S
T

」
を
組
合

せ
た
住
宅
用
屋
根
建
材
型
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
「
ジ
ャ

ス
ト
ル
ー
フ
」
は
、
サ
ン
テ

ッ
ク
パ
ワ
ー
ブ
ラ
ン
ド
な
ら

で
は
の
長
期
発
電
性
能
と
、

20
年
の
出
力
保
証
や
10
年
の

シ
ス
テ
ム
保
証
、
自
然
災
害

補
償
な
ど
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
も
充
実
し
て
い
る
。

同
社
は
、
今
後
さ
ら
に
住

宅
用
屋
根
建
材
型
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
「
ジ
ャ
ス
ト
ル

ー
フ
」
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を

強
化
す
る
計
画
で
、
２
０
１

５
年
中
に
現
在
開
発
中
の
メ

ー
タ
ー
サ
イ
ズ
モ
ジ
ュ
ー
ル

を
市
場
投
入
す
る
こ
と
も
予

定
し
て
い
る
。
今
後
ま
す
ま

す
ニ
ー
ズ
の
高
ま
る
新
築
住

宅
市
場
で
の
更
な
る
シ
ェ
ア

拡
大
を
目
指
す
。

サンテックパワー
ジャパン

公
共
・
産
業
用
、
住
宅
用
そ
れ
ぞ
れ
に

新
機
種
ぞ
く
ぞ
く
投
入
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「MSZ-130ST」製品および防水・排水構造

日
本
海
事
協
会
、
風
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
所
と
資
本
提
携


